
(57)【要約】

【課題】計数器から排出される大量の計数玉を、各遊技

機からの排出玉と区別して、迅速に、かつ玉詰まり等を

生じないように搬送しうるパチンコ玉の搬送機構を提供

する。

【解決手段】本発明のパチンコ玉の搬送機構は、パチン

コ島台１の端壁に設置された計数器５から排出される計

数玉が、遊技玉回収樋７４とは別に設けられた上下２段

の流路７１１，７１２からなる計数玉回収樋７１を経由

して、一部は上段流路７１１上を速やかに、残りは下段

流路７１２から計数玉貯留タンク７２内に落下しながら

回収されるように構成されるものである。これにより、

大量の計数玉を迅速に搬送することができ、計数玉回収

樋７１における玉詰まりも防止される。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 台 の 遊 技 機 が 横 方 向 に 並 列 さ れ て な る パ チ ン コ 島 台 に お い て 、 各 遊 技 機 か ら 排 出 さ
れ る 遊 技 玉 が 島 台 の 端 部 側 か ら 中 央 側 に 向 か っ て 適 宜 の 下 り 勾 配 で 設 け ら れ た 遊 技 玉 回 収
樋 を 経 由 し て 回 収 さ れ る と と も に 、 島 台 の 端 壁 に 設 置 さ れ た 計 数 器 か ら 排 出 さ れ る 計 数 玉
が 、 前 記 遊 技 玉 回 収 樋 と は 別 に 、 島 台 の 端 部 側 か ら 中 央 側 に 向 か っ て 一 定 の 下 り 勾 配 で 設
け ら れ た 計 数 玉 回 収 樋 を 経 由 し て 回 収 さ れ 、 回 収 さ れ た こ れ ら の 遊 技 玉 及 び 計 数 玉 が 島 台
の 中 央 近 傍 に 設 け ら れ た 揚 送 研 磨 機 に よ り 上 方 へ 揚 送 さ れ て 島 内 を 循 環 す る パ チ ン コ 玉 の
搬 送 機 構 に お い て 、
　 前 記 計 数 玉 回 収 樋 は 、 上 下 ２ 段 の 流 路 を 有 し 、 上 段 流 路 は 底 面 が 一 律 平 坦 に 形 成 さ れ る
一 方 、 下 段 流 路 は 、 そ の 底 面 に 計 数 玉 を 勾 配 方 向 に わ た っ て 平 均 的 に 落 下 さ せ る 複 数 箇 所
の 開 口 部 が 適 宜 間 隔 で 設 け ら れ 、 前 記 開 口 部 よ り 落 下 し た 計 数 玉 が 、 計 数 玉 回 収 樋 の 下 方
に 設 置 さ れ た 計 数 玉 貯 留 タ ン ク 内 に 貯 留 さ れ る こ と を 特 徴 と す る パ チ ン コ 玉 の 搬 送 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 計 数 玉 回 収 樋 の 下 段 流 路 に お け る 開 口 部 の 上 流 側 に 、 計 数 玉 の 流 れ を 変 更 す る 変 向 部 材
が 取 り 付 け ら れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の パ チ ン コ 玉 の 搬 送 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 パ チ ン コ 島 台 は 、 遊 技 機 の 下 方 に 設 置 さ れ る 下 段 ユ ニ ッ ト と 、 ほ ぼ 遊 技 機 の 高 さ に 合 わ
せ て 設 置 さ れ る 中 段 ユ ニ ッ ト と 、 遊 技 機 の 上 方 に 設 け ら れ る 上 段 ユ ニ ッ ト と か ら な り 、 下
段 ユ ニ ッ ト と 上 段 ユ ニ ッ ト と が 中 段 ユ ニ ッ ト を 介 し て 接 合 さ れ る 構 造 を 備 え る と と も に 、
　 下 段 ユ ニ ッ ト の 内 側 に は 島 の 長 さ 方 向 に 連 通 す る 空 間 が 形 成 さ れ 、 こ の 空 間 に 計 数 玉 回
収 樋 及 び 計 数 玉 貯 留 タ ン ク が 一 体 に 組 み 込 ま れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の パ チ
ン コ 玉 の 搬 送 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 パ チ ン コ 島 台 の 内 部 に 組 み 込 ま れ る パ チ ン コ 玉 の 搬 送 機 構 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 パ チ ン コ ホ ー ル に は 、 複 数 台 の パ チ ン コ 遊 技 機 を 横 方 向 に 並 べ た 島 と 呼 ば れ る 遊 技 機 群
が 設 置 さ れ る 。 各 島 に は 、 例 え ば 図 ７ に 示 す よ う な パ チ ン コ 玉 の 貯 留 ・ 搬 送 機 構 が 組 み 込
ま れ る 。 こ の 貯 留 ・ 搬 送 機 構 は 、 島 還 元 方 式 と も 称 さ れ 、 例 え ば 特 許 文 献 １ ， ２ 等 に 基 本
的 な 構 成 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 各 島 に 並 列 さ れ た 遊 技 機 ｐ の 下 方 位 置 に は 、 各 遊 技 機 ｐ に 客 が 打 込 ん だ 玉 （ ア ウ ト 玉 及
び セ ー フ 玉 ） を 回 収 す る た め に 、 回 収 樋 や 下 部 タ ン ク ８ １ が 設 け ら れ る 。 回 収 樋 に よ っ て
回 収 さ れ る 玉 や 下 部 タ ン ク ８ １ に 貯 留 さ れ た 玉 は 順 次 、 島 の 中 央 付 近 に 集 め ら れ 、 揚 送 研
磨 機 ８ ２ に よ っ て 島 の 最 上 部 ま で 揚 送 さ れ な が ら 研 磨 さ れ る 。 揚 送 さ れ た 玉 は 、 一 旦 、 上
部 タ ン ク ８ ３ 内 に 貯 留 さ れ た 後 、 島 の 上 部 に 設 け ら れ た 補 給 樋 ８ ４ を 通 じ て 各 遊 技 機 ｐ に
分 配 供 給 さ れ る 。 各 遊 技 機 ｐ に 供 給 さ れ た 玉 は 、 各 遊 技 機 ｐ の 裏 面 に 設 け ら れ た 入 賞 玉 タ
ン ク ８ ５ に 貯 留 さ れ 、 入 賞 時 の 景 品 玉 と し て 遊 技 機 ｐ の 玉 皿 に 排 出 さ れ る 。 ま た 、 所 定 量
を 超 え て 揚 送 さ れ た 玉 が 上 部 タ ン ク ８ ３ か ら オ ー バ ー フ ロ ー す る と 、 オ ー バ ー フ ロ ー 樋 ８
６ 等 を 通 じ て 再 び 下 部 タ ン ク ８ １ 内 に 返 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 島 の 端 壁 に は 、 通 常 、 景 品 玉 の 計 数 器 ８ ７ が 設 け ら れ る 。 景 品 玉 を 獲 得 し た 客 が そ れ を
計 数 器 ８ ７ に 投 入 す る と 、 計 数 さ れ た 玉 （ 計 数 玉 ） は 一 旦 、 島 の 端 壁 近 傍 に 設 け ら れ た 計
数 玉 タ ン ク ８ ８ 内 に 貯 留 さ れ る 。 計 数 玉 タ ン ク ８ ８ 内 の 玉 は 、 島 内 を 循 環 す る 玉 量 が 減 少
し た と き に 、 必 要 に 応 じ て 揚 送 研 磨 機 ８ ２ に 送 ら れ 、 再 度 、 循 環 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 パ チ ン コ ホ ー ル に お い て は 、 各 島 ご と に 適 正 量 の 玉 を 貯 留 し て 、 そ れ を 常 時
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、 過 不 足 な く 円 滑 に 循 環 さ せ る 必 要 が あ る 。 一 般 的 に は 、 遊 技 機 １ 台 当 た り に つ き 一 万 個
程 度 の 循 環 量 が 必 要 と さ れ る の で 、 図 ７ に 示 し た よ う な ４ ０ 台 程 度 の 遊 技 機 ｐ か ら な る 島
の 場 合 は 、 約 ４ ０ 万 個 が 標 準 的 な 循 環 量 の 目 安 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 計 数 器 ８ ７ に は 、 通 常 、 数 千 個 な い し 数 万 個 の 景 品 玉 が 一 度 に 投 入 さ れ る 。 近 年
で は 、 射 幸 性 の 高 い 遊 技 機 に 人 気 が 集 中 し て お り 、 景 品 玉 の 投 入 量 が 一 度 に １ ０ 万 個 な い
し ２ ０ 万 個 に 及 ぶ 場 合 も あ る 。 こ の よ う に 、 島 内 で の 標 準 的 な 循 環 量 に 対 し て 、 計 数 器 に
投 入 さ れ る 玉 の 量 的 割 合 が 大 き く な る と 、 計 数 玉 を 貯 留 ま た は 搬 送 す る 過 程 で 、 玉 詰 ま り
や 、 島 内 に お け る 循 環 量 の 不 均 衡 と い っ た 問 題 が 生 じ る 。 そ こ で 、 こ の よ う な 問 題 を 解 決
す る た め 、 例 え ば 特 許 文 献 ３ ， ４ に は 以 下 の よ う な 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ た 技 術 は 、 島 の 下 部 に 設 置 し た 貯 留 タ ン ク の 上 方 に 、 島 の 端 壁 に
設 け た 計 数 器 か ら 島 の 中 央 に 向 か っ て 下 り 勾 配 と な る 断 面 Ｖ 字 形 の Ｖ 字 シ ュ ー ト を 架 け 渡
し 、 計 数 器 に 投 入 さ れ た 玉 を こ の Ｖ 字 シ ュ ー ト 上 に 流 し て 速 や か に 島 の 中 央 側 へ 送 る と と
も に 、 過 剰 な 玉 を Ｖ 字 シ ュ ー ト の 両 縁 部 か ら タ ン ク 内 に 落 下 さ せ て 貯 留 す る よ う に 構 成 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ４ に 開 示 さ れ た 技 術 は 、 計 数 器 か ら 排 出 さ れ る 計 数 玉 を 、 各 遊 技 機 か ら
排 出 さ れ た 玉 が 流 れ る 第 １ 回 収 樋 に 優 先 的 に 流 し 、 こ の 第 １ 回 収 樋 が 満 杯 状 態 に あ る と 、
第 １ 回 収 樋 の 脇 に 併 設 し た 球 転 動 部 材 に 分 配 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ０ － ２ ５ ９ ２ ８ ８
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ４ － ３ ５ ７ ９ ８ ５
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ８ － ２ ０ ６ ３ ３ ３
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 １ １ － ２ ３ ９ ６ ５ ７
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 前 記 特 許 文 献 ３ に 記 載 さ れ た 技 術 で は 、 Ｖ 字 シ ュ ー ト の 幅 が 十 分 に 広 く
な い と 、 大 量 の 玉 を 一 気 に 流 し た と き 、 大 部 分 の 玉 が Ｖ 字 シ ュ ー ト 上 か ら 落 下 し て 下 方 の
タ ン ク 内 に 貯 留 さ れ て し ま う の で 、 計 数 玉 の 循 環 効 率 が あ ま り 高 く な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 前 記 特 許 文 献 ４ に 記 載 さ れ た 技 術 で は 、 計 数 玉 を 優 先 的 に 流 す 第 １ 回 収 樋 が 、 各
遊 技 機 か ら 排 出 さ れ た 玉 の 回 収 経 路 に も な っ て い る の で 、 第 １ 回 収 樋 上 に 多 量 の 計 数 玉 が
流 れ 込 ん だ と き に 第 １ 回 収 樋 上 で の 玉 流 量 が 過 剰 に な り 、 各 遊 技 機 か ら の 玉 排 出 に 支 障 を
き た す お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 計 数 器 か ら 排 出 さ れ る 大 量 の 計 数 玉 を 、 各 遊 技 機 か ら の 排 出 玉 と 区 別
し て 、 迅 速 に 、 か つ 玉 詰 ま り 等 を 生 じ な い よ う に 搬 送 し う る パ チ ン コ 玉 の 搬 送 機 構 を 提 供
す る こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の パ チ ン コ 玉 の 搬 送 機 構 は 、 複 数 台 の 遊 技 機 が 横 方 向
に 並 列 さ れ て な る パ チ ン コ 島 台 に お い て 、 各 遊 技 機 か ら 排 出 さ れ る 遊 技 玉 が 島 台 の 端 部 側
か ら 中 央 側 に 向 か っ て 適 宜 の 下 り 勾 配 で 設 け ら れ た 遊 技 玉 回 収 樋 を 経 由 し て 回 収 さ れ る と
と も に 、 島 台 の 端 壁 に 設 置 さ れ た 計 数 器 か ら 排 出 さ れ る 計 数 玉 が 、 前 記 遊 技 玉 回 収 樋 と は
別 に 、 島 台 の 端 部 側 か ら 中 央 側 に 向 か っ て 一 定 の 下 り 勾 配 で 設 け ら れ た 計 数 玉 回 収 樋 を 経
由 し て 回 収 さ れ 、 回 収 さ れ た こ れ ら の 遊 技 玉 及 び 計 数 玉 が 島 台 の 中 央 近 傍 に 設 け ら れ た 揚
送 研 磨 機 に よ り 上 方 へ 揚 送 さ れ て 島 内 を 循 環 す る パ チ ン コ 玉 の 搬 送 機 構 に お い て 、 前 記 計
数 玉 回 収 樋 は 、 上 下 ２ 段 の 流 路 を 有 し 、 上 段 流 路 は 底 面 が 一 律 平 坦 に 形 成 さ れ る 一 方 、 下
段 流 路 は 、 そ の 底 面 に 計 数 玉 を 勾 配 方 向 に わ た っ て 平 均 的 に 落 下 さ せ る 複 数 箇 所 の 開 口 部

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-261733 A 2005.9.29



が 適 宜 間 隔 で 設 け ら れ 、 前 記 開 口 部 よ り 落 下 し た 計 数 玉 が 、 計 数 玉 回 収 樋 の 下 方 に 設 置 さ
れ た 計 数 玉 貯 留 タ ン ク 内 に 貯 留 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 計 数 器 か ら 排 出 さ れ る 大 量 の 計 数 玉 を 、 一 部 は 上 段 流 路 を 介 し て 速
や か に 、 残 り は 下 段 流 路 を 介 し て 過 剰 分 を 貯 留 タ ン ク に 落 下 さ せ な が ら 、 上 段 流 路 よ り も
や や 少 な い 流 量 で 搬 送 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 計 数 玉 の 迅 速 な 搬 送 と 、 計 数 玉 回
収 樋 に お け る 玉 詰 ま り の 防 止 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 計 数 玉 回 収 樋 の 下 段 流 路 に お い て は 、 開 口 部 の 上 流 側 に 、 計 数 玉 の 流 れ を 変 更 す る
変 向 部 材 が 取 り 付 け ら れ る の が 好 ま し い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 開 口 部 か ら 落 下 す る 計 数 玉
の 量 を 、 計 数 玉 回 収 樋 の 長 さ 方 向 に 対 し て 均 一 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の さ ら な る 構 成 は 、 パ チ ン コ 島 台 は 、 遊 技 機 の 下 方 に 設 置 さ れ る 下 段 ユ ニ
ッ ト と 、 ほ ぼ 遊 技 機 の 高 さ に 合 わ せ て 設 置 さ れ る 中 段 ユ ニ ッ ト と 、 遊 技 機 の 上 方 に 設 け ら
れ る 上 段 ユ ニ ッ ト と か ら な り 、 下 段 ユ ニ ッ ト と 上 段 ユ ニ ッ ト と が 中 段 ユ ニ ッ ト を 介 し て 接
合 さ れ る 構 造 を 備 え る と と も に 、 下 段 ユ ニ ッ ト の 内 側 に は 島 の 長 さ 方 向 に 連 通 す る 空 間 が
形 成 さ れ 、 こ の 空 間 に 計 数 玉 回 収 樋 及 び 計 数 玉 貯 留 タ ン ク が 一 体 に 組 み 込 ま れ た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 従 来 、 パ チ ン コ 島 台 の 構 造 体 と は 別 体 に 用 意 さ れ て い た パ チ ン コ 玉
の 搬 送 機 構 が 、 予 め 下 段 ユ ニ ッ ト 内 に 一 体 化 さ れ る の で 、 設 置 作 業 の 現 場 に お け る 各 部 の
調 整 作 業 等 が 大 幅 に 省 力 化 さ れ る と と も に 、 下 段 ユ ニ ッ ト の 内 部 空 間 を 有 効 に 活 用 し て 、
計 数 玉 貯 留 タ ン ク の 容 量 を 最 大 限 に 確 保 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 に 述 べ た よ う に 、 本 発 明 の パ チ ン コ 玉 の 搬 送 機 構 は 、 計 数 器 か ら 排 出 さ れ る 計 数 玉
が 、 遊 技 玉 回 収 樋 と は 別 に 設 け ら れ た 上 下 ２ 段 の 流 路 か ら な る 計 数 玉 回 収 樋 を 経 由 し て 、
一 部 は 上 段 流 路 上 を 速 や か に 、 残 り は 下 段 流 路 か ら 計 数 玉 貯 留 タ ン ク 内 に 落 下 し な が ら 回
収 さ れ る の で 、 大 量 の 計 数 玉 を 迅 速 に 搬 送 す る こ と が で き 、 計 数 玉 回 収 樋 に お け る 玉 詰 ま
り も 防 止 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ＜ パ チ ン コ 島 台 の 基 本 構 造 ＞
　 ま ず 、 パ チ ン コ 島 台 の 基 本 的 な 構 造 に つ い て 、 図 １ ～ 図 ２ を 参 照 し つ つ 概 略 を 説 明 す る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 例 示 の 島 台 １ は 、 パ チ ン コ ホ ー ル に お け る 島 工 事 の 施 工 性 を 改 善 す る た め に 、 本 出 願 人
が 特 開 平 ６ － １ ７ ０ ０ ５ ６ 号 公 報 に お い て 提 案 し て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 島 台 １ は 、 下 側 部 分 を 構 成 す る 下 段 ユ ニ ッ ト ２ 、 中 間 部 分 を 構 成 す る 中 段 ユ ニ ッ ト
３ 、 及 び 上 側 部 分 を 構 成 す る 上 段 ユ ニ ッ ト ４ に 三 分 割 さ れ 、 下 段 ユ ニ ッ ト ２ と 上 段 ユ ニ ッ
ト ４ と が 、 複 数 個 の 中 段 ユ ニ ッ ト ３ を 介 し て 接 合 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 下 段 ユ ニ ッ ト ２ は 、 島 台 １ の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 所 定 間 隔 で 配 列 さ れ た 複 数 個 の 支 持 フ レ
ー ム ２ １ 、 各 支 持 フ レ ー ム ２ １ を 島 の 長 さ 方 向 に 沿 っ て 連 結 す る 下 部 基 板 ２ ２ 、 遊 技 機 を
載 置 す る た め に 下 部 基 板 ２ ２ の 上 部 に 水 平 に 取 り 付 け ら れ た 棚 板 ２ ３ 、 下 部 基 板 ２ ２ の 外
側 に 貼 設 さ れ た 腰 板 ２ ４ 、 支 持 フ レ ー ム ２ １ の 接 床 部 を 化 粧 す る 巾 木 ２ ５ 等 か ら な る 構 造
体 で あ る 。 各 支 持 フ レ ー ム ２ １ に は 、 一 対 の 下 部 支 柱 ２ １ １ が 立 設 さ れ 、 こ の 下 部 支 柱 ２
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１ １ に 中 段 ユ ニ ッ ト ３ が 接 合 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 中 段 ユ ニ ッ ト ３ は 、 前 記 下 部 支 柱 ２ １ １ と 同 じ 間 隔 で 相 対 す る 一 対 の 中 間 支 柱 ３ １ が 連
結 材 ３ ２ を 介 し て 連 結 さ れ た 略 Ｈ 形 の 構 造 体 で 、 中 間 支 柱 ３ １ の 下 端 が 下 部 支 柱 ２ １ １ の
上 端 に 継 手 パ イ プ ３ ３ を 介 し て 接 合 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 中 間 支 柱 ３ １ の 上 端
が 、 上 段 ユ ニ ッ ト に お け る 上 部 支 柱 ４ １ の 下 端 に 継 手 パ イ プ ３ ４ を 介 し て 接 合 さ れ る よ う
に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 段 ユ ニ ッ ト ４ は 、 下 段 ユ ニ ッ ト ２ の 長 さ に 合 わ せ て 製 作 さ れ た 構 造 体 で 、 相 対 す る 上
部 支 柱 ４ １ と こ れ に 連 結 さ れ た 上 部 フ レ ー ム ４ ２ 、 及 び そ れ ら を 長 さ 方 向 に 連 結 す る 上 部
基 板 ４ ３ 等 を 備 え 、 中 段 ユ ニ ッ ト ３ の 上 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 島 台 １ は 、 前 記 し た 下 段 ユ ニ ッ ト ２ 、 中 段 ユ ニ ッ ト ３ 及 び 上 段 ユ ニ ッ ト ４ を そ れ ぞ
れ 予 め 工 場 に て 製 作 し 、 そ れ ら 各 段 を 別 々 に し た 状 態 で 、 あ る い は 適 当 な 大 き さ に 連 結 し
た 状 態 で 設 置 現 場 に 搬 入 さ れ る 。 設 置 現 場 で は 、 ま ず 床 上 の 所 定 位 置 に 下 段 ユ ニ ッ ト ２ を
据 え 付 け た 後 、 こ れ に 中 段 ユ ニ ッ ト ３ 、 上 段 ユ ニ ッ ト ４ を 順 次 接 合 す る こ と に よ り 組 み 立
て ら れ る 。 か か る 構 造 及 び 組 立 方 法 に よ っ て 、 パ チ ン コ ホ ー ル に お け る 島 工 事 の 現 場 作 業
を 省 力 化 し 、 作 業 時 間 や 工 数 の 削 減 を 実 現 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ＜ パ チ ン コ 玉 の 搬 送 機 構 ＞
　 図 ３ は 、 前 記 の よ う な パ チ ン コ 島 台 １ に 組 み 込 ま れ る パ チ ン コ 玉 の 搬 送 機 構 の 概 略 構 成
を 示 し た 図 で あ る 。 例 示 の 形 態 に か か る 島 台 １ に は 、 遊 技 機 ｐ が 片 側 に １ ０ 台 ず つ 背 面 を
対 向 さ せ た 状 態 で 並 列 配 置 さ れ 、 島 全 体 で ４ ０ 台 の 遊 技 機 ｐ が 設 置 さ れ て い る 。 遊 技 に 使
用 さ れ る パ チ ン コ 玉 は こ の 島 内 を 循 環 し 、 不 足 が 生 じ た 場 合 に は 、 島 の 上 部 を 連 絡 す る 島
間 補 給 路 （ 図 示 せ ず ） を 通 じ て 、 他 の 島 か ら 補 充 さ れ る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 島 の 端
壁 に は 計 数 器 ５ が 設 置 さ れ て い る 。 客 が 獲 得 し た 景 品 玉 は こ の 計 数 器 ５ に 投 入 さ れ 、 計 数
玉 と し て 再 び こ の 島 内 に 回 収 さ れ て 循 環 利 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 島 台 １ に 組 み 込 ま れ る パ チ ン コ 玉 の 搬 送 機 構 は 、 下 段 ユ ニ ッ ト ２ の 中 央 側 略 半 部 に
設 け ら れ た メ イ ン タ ン ク ６ １ 、 メ イ ン タ ン ク ６ １ の 下 流 側 （ 島 の 中 央 側 ） 端 部 に 接 続 さ れ
た 集 球 機 ６ ２ 、 島 の 中 央 に 立 設 さ れ た 揚 送 研 磨 機 ６ ３ 、 島 の 中 央 上 部 に 設 け ら れ た 上 部 タ
ン ク ６ ４ 、 上 部 タ ン ク ６ ４ か ら 島 の 端 部 に 向 か っ て 下 降 傾 斜 す る よ う に 設 け ら れ た 補 給 樋
６ ５ 、 補 給 樋 ６ ５ か ら 各 遊 技 機 ｐ の 入 賞 玉 タ ン ク に 接 続 さ れ た 補 給 パ イ プ ６ ６ 、 補 給 樋 ６
５ か ら 分 岐 す る よ う に し て 上 段 ユ ニ ッ ト ４ 内 に 設 け ら れ た 上 部 サ ブ タ ン ク ６ ７ 、 上 部 サ ブ
タ ン ク ６ ７ の 下 流 側 （ 島 の 端 部 側 ） か ら 玉 を 取 り 出 し て メ イ ン タ ン ク ６ １ 内 に 還 流 さ せ る
オ ー バ ー フ ロ ー パ イ プ ６ ８ 、 計 数 器 ５ か ら 島 の 中 央 側 に 向 か っ て 下 降 傾 斜 す る よ う に 設 け
ら れ た 計 数 玉 回 収 樋 ７ １ 、 島 の 端 部 側 略 半 部 に お い て 計 数 玉 回 収 樋 ７ １ の 下 方 に 設 け ら れ
た 計 数 玉 貯 留 タ ン ク ７ ２ 、 計 数 玉 貯 留 タ ン ク ７ ２ か ら 集 球 機 ６ ２ に 連 通 す る 計 数 玉 搬 送 路
７ ３ 、 等 か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う な 搬 送 機 構 の う ち 本 発 明 の 要 部 は 、 計 数 器 ５ か ら 連 通 す る 計 数 玉 回 収 樋 ７ １ に
あ る 。 図 ４ は 計 数 玉 回 収 樋 ７ １ と 、 そ の 周 辺 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ５ は 図 ３ に お
け る Ａ － Ａ ’ 位 置 の 断 面 図 、 図 ６ は 前 記 搬 送 機 構 に お け る 玉 の 流 れ を 模 式 的 に 示 す 説 明 図
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 計 数 玉 回 収 樋 ７ １ は 、 上 下 ２ 段 の 流 路 を 有 す る 樋 で 、 上 流 端 が 計 数 器 ５ の 排 出 口 に 接 続
さ れ 、 島 の 中 央 側 に 向 か っ て 一 定 の 下 り 勾 配 と な る よ う に 設 け ら れ て い る 。 上 段 流 路 ７ １
１ は 上 方 に 開 放 さ れ た 浅 い 溝 形 の 樋 で 、 そ の 底 面 は 一 律 平 坦 に 形 成 さ れ て い る 。 下 段 流 路
７ １ ２ は 、 上 段 流 路 ７ １ １ と 略 同 幅 の 浅 い 樋 で 、 そ の 底 面 に は 、 両 側 壁 に 沿 っ て 適 宜 の 間
隔 で 開 口 部 ７ １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 開 口 部 ７ １ ３ の 形 状 は 、 勾 配 方 向 に 延 び る 長 矩 形 な
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い し 長 円 形 で 、 そ の 開 口 面 積 は パ チ ン コ 玉 数 個 分 の 大 き さ に な っ て い る 。 下 段 流 路 ７ １ ２
に お け る 各 開 口 部 ７ １ ３ の 上 流 側 に は 、 平 面 視 三 角 形 状 の 板 片 か ら な る 変 向 部 材 ７ １ ４ が
そ れ ぞ れ 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 上 段 流 路 ７ １ １ 及 び 下 段 流 路 ７ １ ２ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 い ず れ も 計 数 器 ５ の 玉
排 出 口 に 接 続 さ れ て い る 。 計 数 器 ５ の 玉 排 出 口 は 、 排 出 さ れ る 計 数 玉 を 、 ま ず 優 先 的 に 上
段 流 路 ７ １ １ に 流 し 、 上 段 流 路 ７ １ １ 上 で の 流 動 が 渋 滞 す る と 、 計 数 玉 を 下 段 流 路 ７ １ ２
に も 流 す よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 計 数 玉 回 収 樋 ７ １ の 両 側 縁 部 に は 、 計 数 玉 回 収 樋 ７ １ と 平 行 す る よ う に し て 、 ２
本 の 遊 技 玉 回 収 樋 （ ア ウ ト 樋 ） ７ ４ が 配 置 さ れ て い る 。 遊 技 玉 回 収 樋 ７ ４ は 、 島 の 端 部 側
に 位 置 す る 遊 技 機 ｐ （ こ の 例 で は 片 側 ５ 台 分 ） か ら の ア ウ ト 玉 を 随 時 回 収 し て 島 の 中 央 側
へ と 流 下 さ せ る 浅 い 溝 形 の 樋 で 、 そ の 底 面 は 一 律 平 坦 に な っ て い る 。 例 示 の 実 施 の 形 態 で
は 、 遊 技 玉 回 収 樋 ７ ４ と 計 数 玉 回 数 樋 ７ １ と が 一 体 に 形 成 さ れ て い る が 、 両 者 は 別 体 で 、
あ る い は 異 な る 勾 配 で 設 け ら れ て も 差 し 支 え な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 計 数 玉 貯 留 タ ン ク ７ ２ は 、 上 方 に 開 口 し た 略 直 方 体 状 の 箱 型 タ ン ク で あ っ て 、 計 数 玉 回
収 樋 ７ １ 及 び 遊 技 玉 回 収 樋 ７ ４ の 直 下 に 設 置 さ れ て い る 。 計 数 玉 貯 留 タ ン ク ７ ２ の 底 板 ７
２ １ は 、 島 の 中 央 側 に 向 か っ て 一 定 の 下 り 勾 配 と な る よ う に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 計 数
玉 貯 留 タ ン ク ７ ２ の 側 板 ７ ２ ２ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 下 段 ユ ニ ッ ト ２ の 支 持 フ レ ー ム ２
１ に 内 接 す る よ う に 取 り 付 け ら れ て い る 。 両 側 板 ７ ２ ２ 間 の 上 部 位 置 に は 適 宜 の 間 隔 で 樋
支 持 材 ７ ２ ３ が 架 け 渡 さ れ 、 こ の 樋 支 持 材 ７ ２ ３ が 計 数 玉 回 収 樋 ７ １ お よ び 遊 技 玉 回 収 樋
７ ４ を 支 承 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の 搬 送 機 構 に お い て は 、 計 数 器 ５ か ら 排 出 さ れ る 計 数 玉 は 、 ま ず 上 段 流 路 ７ １ １ を 経
由 し て 島 の 中 央 側 へ と 一 斉 に 流 下 す る と と も に 、 上 段 流 路 ７ １ １ か ら 溢 れ る 分 の 計 数 玉 が
、 下 段 流 路 ７ １ ２ を 経 由 し て 、 上 段 流 路 ７ １ １ の 流 れ を 追 う よ う に 流 下 す る 。 こ の と き 、
下 段 流 路 ７ １ ２ を 流 下 す る 玉 同 士 の 衝 突 に よ り 、 計 数 玉 の 一 部 は 下 段 流 路 ７ １ ２ に 設 け ら
れ た 開 口 部 ７ １ ３ か ら 計 数 玉 貯 留 タ ン ク ７ ２ 内 へ と 落 下 す る 。 開 口 部 ７ １ ３ は 下 段 流 路 ７
１ ２ の 勾 配 方 向 に わ た っ て 平 均 的 に 設 け ら れ て お り 、 か つ 、 各 開 口 部 ７ １ ３ の 上 流 側 に 変
更 部 材 ７ １ ４ が 取 り 付 け ら れ て い る の で 、 下 段 流 路 ７ １ ２ か ら 計 数 玉 貯 留 タ ン ク ７ ２ 内 に
落 下 す る 計 数 玉 の 量 は 、 勾 配 方 向 に 対 し て 概 ね 平 均 化 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ う し て 計 数 玉 貯 留 タ ン ク ７ ２ 内 に 落 下 し た 玉 は 、 一 時 的 に 計 数 玉 貯 留 タ ン ク ７ ２ 内 に
貯 留 さ れ た 後 、 下 流 側 か ら 流 出 し 、 メ イ ン タ ン ク ６ １ の 底 部 に 沿 っ て 設 け ら れ た 計 数 玉 搬
送 路 ７ ３ を 経 由 し て 、 集 球 機 ６ ２ へ と 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 の 搬 送 機 構 に よ れ ば 、 計 数 器 ５ か ら 一 気 に 排 出 さ れ る 数 万
個 な い し 十 数 万 個 の 計 数 玉 を 、 一 部 は 上 段 流 路 ７ １ １ を 介 し て 速 や か に 、 過 剰 分 は 下 段 流
路 ７ １ ２ を 介 し て 計 数 玉 貯 留 タ ン ク ７ ２ 内 に 落 下 さ せ な が ら 搬 送 す る こ と が で き る 。 さ ら
に 、 計 数 玉 貯 留 タ ン ク ７ ２ 内 に 落 下 す る 計 数 玉 の 量 も 、 勾 配 方 向 に わ た っ て 概 ね 均 一 化 さ
れ る 。 こ う し て 、 計 数 玉 の 迅 速 な 搬 送 と 、 計 数 玉 回 収 樋 に お け る 玉 詰 ま り の 防 止 が 可 能 に
な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 搬 送 機 構 に お い て は 、 計 数 玉 回 収 樋 ７ １ が 遊 技 玉 回 収 樋 ７ ４ と は 別 に 設
け ら れ る の で 、 遊 技 中 の 客 に よ っ て 継 続 的 に 打 込 ま れ る 遊 技 玉 （ ア ウ ト 玉 及 び セ ー フ 玉 ）
の 回 収 経 路 に 計 数 玉 が 合 流 す る こ と は な い 。 し た が っ て 、 大 量 の 景 品 玉 が 計 数 器 ５ に 投 入
さ れ た 場 合 で も 、 遊 技 玉 の 回 収 に 支 障 を き た し て 遊 技 中 の 客 に 迷 惑 が 及 ぶ と い っ た 心 配 が
な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 パ チ ン コ 島 台 の 基 本 構 造 を 分 解 状 態 で 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 パ チ ン コ 島 台 の 基 本 構 造 を 分 解 状 態 で 示 す 端 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 前 記 パ チ ン コ 島 台 に 組 み 込 ま れ る パ チ ン コ 玉 の 搬 送 機 構 の 概 略 構 成 を 示 し た 説 明
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 要 部 を な す 計 数 玉 回 収 樋 と 、 そ の 周 辺 の 構 造 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ に お け る Ａ － Ａ ’ 位 置 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 前 記 搬 送 機 構 に お け る 玉 の 流 れ を 模 式 的 に 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 一 般 の パ チ ン コ 玉 の 搬 送 機 構 の 概 略 構 成 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 　 　 パ チ ン コ 島 台
　 ２ 　 　 　 下 段 ユ ニ ッ ト
　 ３ 　 　 　 中 段 ユ ニ ッ ト
　 ４ 　 　 　 上 段 ユ ニ ッ ト
　 ５ 　 　 　 計 数 器
　 ６ ３ 　 　 揚 送 研 磨 機
　 ７ １ 　 　 計 数 玉 回 収 樋
　 ７ １ １ 　 上 段 流 路
　 ７ １ ２ 　 下 段 流 路
　 ７ １ ３ 　 開 口 部
　 ７ １ ４ 　 変 向 部 材
　 ７ ２ 　 　 計 数 玉 貯 留 タ ン ク
　 ７ ３ 　 　 計 数 玉 搬 送 路
　 ７ ４ 　 　 遊 技 玉 回 収 樋
　 ｐ 　 　 　 遊 技 機
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(8) JP 2005-261733 A 2005.9.29



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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